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インスリンは、線⾍や昆⾍での研究により、個体の⽣き残り戦略の要となる分⼦であることが⽰されつつある。これは、従来の「⾎糖調節・代謝調節」に係わるホ
ルモンとしての機能を⼤きく展開させるものである。昆⾍におけるインスリン分⼦(ボンビキシン)の全貌を明らかにし、Cペプチドの新規機能を明らかにするた
め、本年度は、新規ボンビキシン遺伝⼦の発現解析およびアミド化CペプチドのMAPキナーゼに対する作⽤を検討した。 
(1)発現解析の結果、Vファミリー遺伝⼦は脳、Wファミリー遺伝⼦は脳及び卵巣、Xファミリー遺伝⼦は脂肪体、Yファミリー遺伝⼦は脳及び卵巣、Zファミリー遺
伝⼦は脳、脂肪体及び卵巣で発現が⾒られた。 
(2)アミド化Cペプチドとして、(1)N-GAQFASYGSAWLMPYSEGRamide-C、(2)N-DAQFASYGSAWLMPYSAamide-Cを⽤いた。また、⾮アミド化Cペプチドとし
て、(3)N-GAQFASYGSAWLMPYSEGRG-Cを⽤いた。体液ボンビキシン濃度の低い5齢2⽇と⾼い5齢10⽇幼⾍からマルピーギ管と脂肪体を摘出し、前培養後、Cペ
プチド存在、⾮存在下で培養を⾏った。MAPキナーゼとしてErk及びp38のリン酸化亢進の有無を、抗リン酸化抗体を⽤いたウエスタンプロット解析により検討し
た。マルピーギ管、脂肪体いずれにおいてもアミド化、⾮アミド化を問わず、Cペプチド投与によるリン酸化Erk及びp38の増加は⾒られなかった。各実験区におい
てデータのばらつきが多いため、条件等の再検討が必要である。また、今後、他の組織、PI3キナーゼ等の他のシグナルカスケードで検討も必要である。

2010[Journal Article] Juvenile hormone delays the initiation of rectal sac distention by disrupting ecdysteroid action in the silkworm, Bombyx mori 

2010[Journal Article] Physiological requirements for 20-hydroxyecdysone-induced rectal sac distention in the pupa of Bombyx mori 

2009[Journal Article] Rectal sac distention is induced by 20-hydroxyecdysone in the pupa of Bombyx mori. 

2009[Presentation] カイコガ変態期における糖代謝変化と⽼廃物蓄積の解析 

2009[Presentation] カイコガ蛸における直腸嚢膨張の内分泌的コントロール 

2008[Presentation] 幼若ホルモン類似物による直腸嚢膨張の抑制 

2008[Presentation] 20-ヒド詳シエクジソン(20E)によるカイコガ直腸嚢膨張の誘導 

2007[Presentation] エクジステロイドによるカイコガ蛹での直腸嚢膨張の誘導 

2007[Book] ホルモンハンドブック新訂eBook版 
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